
JP 4053274 B2 2008.2.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内側に挿通される内視鏡挿入部が被験者に噛まれないように上記被験者によって噛んで保
持される筒状部が形成された内視鏡の挿入部噛まれ防止具であって、上記筒状部内に位置
する上記内視鏡挿入部を上記筒状部に対して保持及び解除自在な挿入部保持部材が設けら
れたものにおいて、
　上記挿入部保持部材が、上記筒状部内において弾性変形させて隙間を広げることにより
その隙間部分に上記内視鏡挿入部を挟み付けて保持することができる一対の挿入部保持ア
ームを備えていて、上記筒状部内には、上記挿入部保持部材に外力が加えられていない状
態のときに、上記内視鏡挿入部が上記筒状部内に配置されている上記一対の挿入部保持ア
ームと干渉することなく上記筒状部内を通過することができるだけの空間が形成され、
　上記挿入部保持部材の一端側は、略Ｊ字状の断面形状に形成されて弾性変形させること
により上記筒状部の口元部分に係止及び分離自在であって、上記挿入部保持部材の他端側
に上記一対の挿入部保持アームが形成され、上記挿入部保持アームの中間部分は上記内視
鏡挿入部の外面に沿う円弧状に形成されていることを特徴とする内視鏡の挿入部噛まれ防
止具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、被験者の口から挿入される内視鏡の挿入部が被験者によって噛まれないよう
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に保護するための内視鏡の挿入部噛まれ防止具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡の挿入部噛まれ防止具は一般に、内側に挿通される内視鏡挿入部が被験者に噛まれ
ないように被験者によって噛んで保持される筒状部と、その筒状部が被験者の口内に潜っ
てしまわないように筒状部の外縁部に突設された鍔状部とによって構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
内視鏡検査は、上述のような挿入部噛まれ防止具内に内視鏡挿入部を通して、片手で内視
鏡操作部を保持し、もう一方の手で内視鏡挿入部の挿入操作を行うのが普通である。
【０００４】
しかし、鉗子の使用や薬液類の散布等各種の内視鏡的処置（「内視鏡を介して行われる処
置」の意）は、内視鏡挿入部を保持している方の手で行わざるを得ないので、内視鏡的処
置を行う間は内視鏡挿入部から手を放すことになる。
【０００５】
すると、内視鏡挿入部が体内から抜け出す方向（場合によっては、さらに挿入される方向
）に移動してしまって、目標とする患部を捕捉するための挿入操作をやり直さなければな
らず、内視鏡検査に徒に時間がかかってしまう場合があった。
【０００６】
そこで本発明は、内視鏡的処置等を行う間に内視鏡挿入部が挿脱方向に移動しないように
して、内視鏡検査を円滑に行うことができる内視鏡の挿入部噛まれ防止具を提供すること
を目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の挿入部噛まれ防止具は、内側に挿通される
内視鏡挿入部が被験者に噛まれないように被験者によって噛んで保持される筒状部が形成
された内視鏡の挿入部噛まれ防止具において、筒状部内に位置する内視鏡挿入部を筒状部
に対して保持及び解除自在な挿入部保持部材を設けたものである。
【０００８】
なお、挿入部保持部材に、内視鏡挿入部を挟み付けて保持する一対の挿入部保持アームが
形成されており、挿入部保持アームは弾性変形させることにより内視鏡挿入部に対して係
脱自在であるようにしてもよい。
【０００９】
また、挿入部保持部材が、筒状部に対して固定及び分離自在であってもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、被験者の口にくわえられた挿入部噛まれ防止具１０の筒状部１１内に、内視鏡の
挿入部１００が通された状態を示している。
【００１１】
挿入部噛まれ防止具１０は、被験者によって噛まれた状態で保持される中空の小判状の断
面形状の筒状部１１と、その筒状部１１が被験者の口内に潜ってしまわないように筒状部
１１の外縁部に突設された鍔状部１２とを、プラスチック材で一体に形成して構成されて
いる。
【００１２】
そして、筒状部１１の外縁部の鍔状部１２の突出量の小さな部分には、筒状部１１内に位
置する挿入部１００を挿入部噛まれ防止具１０に対して挿脱方向に移動しないように保持
する挿入部保持部材２０が着脱自在に取り付けられている。
【００１３】
挿入部保持部材２０は、図３に示されるように、筒状部１１内を通る挿入部１００を挟み
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付けて保持する一対の挿入部保持アーム２１と、挿入部噛まれ防止具１０に対して着脱自
在な噛まれ防止具側着脱部２２とが、プラスチック材により一体成形されて構成されてい
る。
【００１４】
噛まれ防止具側着脱部２２は、Ｊ字状の断面形状に形成されており、弾性変形させること
により筒状部１１の口元部分に係止及び分離させることができる。
噛まれ防止具側着脱部２２側から並んで突設された一対の挿入部保持アーム２１は、挿入
部１００を挟み付ける中間部分が挿入部１００の外面に沿う円弧状にカーブして形成され
、弾性変形させて隙間を少し広げることにより挿入部１００を間に出し入れすることがで
きる。
【００１５】
このような構成により、図４及びそのＩ－Ｉ断面を図示する図１に示されるように、一対
の挿入部保持アーム２１の間に挿入部１００を挟み込むと、一対の挿入部保持アーム２１
が弾力的に少し押し広げられたままの状態になり、その弾性力によって挿入部１００が保
持された状態になる。
【００１６】
したがって、術者が内視鏡的処置等を行うために挿入部１００から手を離さざるを得ない
時は、挿入部１００を一時的に挿入部保持部材２０に保持させ、内視鏡的処置が済んだら
、挿入部１００を挿入部保持部材２０から外して手で握り、次の挿入操作を行うことがで
きる。
【００１７】
そして挿入部保持部材２０は、噛まれ防止具側着脱部２２を弾性変形させることにより挿
入部噛まれ防止具１０に対して固定／分離自在なので、使用されている内視鏡の挿入部１
００の径に最も適した挿入部保持部材２０を適宜選択して使用することができる。
【００１８】
【発明の効果】
本発明によれば、筒状部内に位置する内視鏡挿入部を筒状部に対して保持及び解除自在な
挿入部保持部材を設けたことにより、内視鏡的処置等を行う間は内視鏡挿入部が挿脱方向
に移動しないようにして、内視鏡検査を円滑に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の挿入部噛まれ防止具に内視鏡挿入部が保持された状態
の側面断面図（図４におけるＩ－Ｉ断面図）である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の挿入部噛まれ防止具の使用状態の斜視図である。
【図３】本発明の実施例の挿入部保持部材の斜視図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の挿入部噛まれ防止具に内視鏡挿入部が保持された状態
の正面図である。
【符号の説明】
１０　挿入部噛まれ防止具
１１　筒状部
１２　鍔状部
２０　挿入部保持部材
２１　挿入部保持アーム
２２　噛まれ防止具側着脱部
１００　挿入部
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